
トルコ語話者TrOlのその後

馬場 艮二

0. はじめに

「トルコ語話者による日本語音読音声の分析ーその 1」を 2018年2月発行の『熊本県立大学文学部紀

に書きました。分析した音声は、以下の「北風と太陽」で、 2014年の 3月に卜］レコの大学で録音さ

れたものです。日本語学習者 4名は全員日本語を専攻していて、その一人が TrOlです。日本語を習い

口じめて 18か月でした。
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「きたかぜとたいよう」は、 Iき」から

「た」 で上がり、そのまま、また「た」で上がることをしめしています。

トルコ語話者TrOlについて

TrOlは、 1994年 11月 19日生れの男性で、小中学校をトルコ第3の都市イズミールですごしました。

H本語を勉強しようと思ったきっかけは、高校のときの英語で、英語以外の言語を勉強したい、日本文

化に興味があるから日本語を勉強しよう、と思ったそうです。音楽が好きで、英語を歌詞で勉強しまし

た。日本の音楽では、石川さゆり「津軽海峡冬景色」など、演歌が好きだということです。日本の歌で

覚えている詞には米米 CLUB「たとえば、きみがいるだけで心が強くなれる」があり、「めめしくて」な

どの悟やいろいろな漠字をおぼえました。

2014年の夏にもパナソニックの研修プログラムで関西に 1か月いたそうで、今回の来日は 2016年 9

月下旬からでした。留学先の熊大では、日本語の授業を受けながら、文学部の文化史（世界、ローマや

ルネッサンス）、日本語学の勉強をしています。国に帰ったら 4年生で、高校などで英語の教育実習を

して、卒業です。今回、新しく知った日本文化は、お正月、祭り、さくらが大事だということ等です。

2017年の録音は、 8月22日火曜日で、 28日の帰国直前でした。暑い中、道に迷い、自転車でたどり

1. 
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着いたときは汗だくでした。研究室でインタビューをし、グローカルセンターのスタジオで録音しまし

た。

日本語とトルコ語の文法は似ているそうで、「私は、学校へ来ました」なら、語順が同じです。トルコ

語にも助詞があって、「が」と「は」の対立はないが、「へ」はあります。似ていなくて難しいのは、敬

語、「ーてもらう／一てくれる／ーてあげる」です。

日本語で難しい発音は「つ」で、トルコ語にないそうです。トルコで、「つ」の習得のために上級生か

ら「etsuyu (肉、水⇒肉のスープ）」という語をおそわりました。知識はトルコで得たのですが、身に
着けたのは日本に来てからで、気をつけていれば、発音できるようになりました。ただ、「つ」を「す」

と発音しても、日本人は気づきません。でも、自分で気づいて、「あっ、いけない」と思うということで

す。

2. 音読音声の表記

2014年の録音と 2017年の音声とを書き起こし、ポーズ「 II」、音調記号 「r、’」、母音の無声化［。］、

声門閉鎖［？］を書きくわえたのが以下の「北風と太陽」です。日本語の発音として標準的ではないが、

間違っているとは言えないもの、つまり、音声学的にははずれているが、音韻論的には問題がないもの

を青で、別の発音、音素になってしまっているものを赤で書きました。
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罵場 (2018)で述べたように、 トルコ語の語アクセントは特定の音節だけが高く、強く発音されま

す。東京語のアクセントとちがって、そこだけが高く発音された拍には「＿」を、逆に、東京語のア

クセン トでもって発音された語句に「＜二□□〉」を付しました。ただし、「ようし」は、 一種の掛け
声なので、発音の正誤の判定対象にしていません。

2014には「＿」が 35、2017には22あり、一方、「〈□□〉 」は2014に六つだけで、 2017に15
あります。 2017のほうが、日本語の音調になれている と言えます。

2014の音声を「http://www.pu-kumamoto.ac.jp/~babaryoj/Tr01.wav」、 2017を 「http://www.pu-

kumamoto.ac.jp/~babaryoj/ Tr01_2017.wav」で聞いてみてください。 3年半の日本語学習と 1年間の留

学をへて、2017のほうが自信があるよう に感じられます。 2014では、あわてている感じがする一方、

2017では、ゆっくり、メリハリのある発音ができているのではないでしょうか。

3. 発話、拍、モジュールの長さ

3-1発話とポーズの長さ

そこで、二つの音声の長さを測ってみまし

た。発話だけでなく、ポーズの長さもです。

表 1のとおり、発話の長さをたすと、 2014

のほう が長い、つまり、ゆっくり話していま
タイトルをいれた発話長の合計 30,170ms 29,142ms 

す。でも、 発話の中の語句間のポーズ、そして、 発話内のポーズ長の合計

麟と発話の間のポーズを見ると、 2017のほ f発話間のポーズ長の合計
うが長く なっています。 2014ではスラスラ読

まなくてはという気持ちが先になり、一方、 2017は意図して必要なポーズをおいているのでしょう。そ

れで、 2014はあわてている感じがし、 2017はゆっくり読み上げているように聞こえるのです。

表 lTrOlの音読音声とポーズの長さ

3-2箱ヒゲ図

日本語音声の基本的な単位の一つが「拍」で子音「C」と母音「V」で構成されています。「モジュー

ル」も基本的な単位で、その構成は 「VC」です。ですから、「北風」の拍は「ki」、「ta」、「ka」、「ze」の

四つで、モジュールは 「it」、「ak」、「az」の三つです。日本語らしい発音のためには、拍とモジュールの

長さがそれぞれ均ーであることがもとめられます（大庭、 2015)。

すべての発話を母音と子音に切り分け、拍長とモジュール長とを計測し、そのバラつきを計算しまし

た。それが、図 1です。 音に切り分けるといいましたが、図 2のように、母音が無声化している場合(/si/)
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や母音、半母音が連続している場合 (/eja/)などは、切り分けられません。その場合は、計算から除外

しています。

箱ヒゲ図は、データの分布を表現するも

ので、箱の中の横線がデータの中央値、箱

の下線が下位のデータの中央値（第 1四分

位数）、箱の上線が上位のデータの中央値
200 

（第3四分位数）、上下のヒゲはそれぞれが

箱の 1.5倍以下におさまる最少、最大の値、 150 

このひげの両端におさまりきれないデータ

が「外れ値」、そして、箱の中の「x」が平均

値です。外れ値は、 2014のモジュールにだ

けあって、一つは③ 「kazewa」の 218ms、

もう一つは⑤ 「tugiwa」の 223msです。発

話の出だしをゆっくりはじめたのでしょ

う。
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図l TrOlの2014年、 2017年の
拍長とモジュール長の箱ヒゲ図

拍をくらべると、 2017で箱もヒゲも短く

なっていることがわかります。それだけ、長さの

バラつきが少なくなっているのです。モジュール

に関しては、外れ値がなくなり、全体が短くなっています。これは、モジュール長のバラつきが減った

ことを示しています。ですが、箱の長さが伸びています。しかも、 2014ではモジュールのほうが拍より

箱が短いのですが、 2017では逆になうています。そして、 2017のモジュールは、データの中央値より長

いもののバラつきが大きくなっています。 2014から 2017の3年間に、 TrOlのモジュール長に何が起こ

ったのでしょうか。

なお、本文中の音声分析図は、すべて音声分析ソフト「Praat」によるもので、スペクトログラムの表

示は0-lOOOOHz、声の高さを示すヒ°ッチ（青い曲線）は 70-lSOHz、強さを示すインテンシティ（黄色い

曲線）は50-80dBです。

3-3長音、促音、撥音の発音

英語の「happy」は、 [h町pi]、[hぉ：pi]、[h四p:i]と発音しても「happy」ですが、日本語で「ハッヒ°ー」

[hap:pi:]の[p]を短く発音したら「ハヒ ー゚」に、 [i]を短く発音したら「法被」になってしまいます。日本

語では、母音、子音の長さが意味を持つのです。そして、長い母音のことを「長音」、長い口子音のこと

を「促音」といい、「さんま [sam:ma]」のような長い鼻音のことを「撥音」といいます。

TrOlの2014年の音読音声では、タイトルの「太陽」、② 「外套を」、「と いう」、③ 「してやろう と」、

④ 「外套を」、⑥ 「やさ しい」、⑦ 「とう とう」が短く発音されています。このうちのタイトル 「太陽」、

③ 「してやろうと」、⑦ 「とうとう」は、 2017で修正されているようです。

「してやろうと」の Praatによる分析図をあげました（図 2、固 3)。中断のアルファベットは音声の

音素表記、下段の数値は各音の長さ (ms)です。なお、音素記号はJp/a、i、U、e、0、K、S、t、n、h、

m、i、r、W、g、Z、d、b、p、N、R、QIです。
2014の「ろ」の長さは 142msで、2017の「ろう」は 149msです。 二つは、ほとんど同じ長さですが、
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図2 2014の③ 「してやろうと」

/ro/の長さは、 142ms。
「し」/si/の拍は母音が無声化していて、拍全体が子
音[c]だけで構成されています。/s/と/i/を切り分けるこ
とはできません。また、スペクトログラムを見てわか
るように、母音＋半母音＋母音の/eja/も三つの音を切
り分ける ことはできません。

図3 2017の③ 「してやろうと」

/roR/の長さは 149msで、 2014とほとんど
変わりませんが、聴覚印象で、 2014は 「して
やろと」、 2017は「してやろうと」です。

2014は「ろ」、 2017は「ろう」に聞こえます。音の長さの知覚は、物理的な時間長だけでなく、ピッチ

やインテンシティなどによっても決定されるのです。

「北風と太陽」 に促音はありませんが、 2014でも、 2017でも「ひざし」が「ひざっし」となっていま

す。 図4、5のとおり、 /s/の物理的な長さは 2017で縮まっているのですが、不十分なのでしょう。また、

長さ以外のピッチや音色、また、 音環境全体の影響が大きいのだろうと思います。不要な促音だけでな

く、「あたたぶなひぎっしを」という 音調も、変わりません。この語句全体の発音がむずかしく、変え

ようがないのかもしれませ

ん。

撥音が撥音でなく 聞こえる

例はありませんが、本来ポー

ズ前では[N]であるはずの撥

音が、2014の「だんだん」で

は、 [n]です。そのまま「いい

気持ち」と発音していれば、

「だんだにい気持ち」になっ

ていたこ とでしょうが、 TrOl

は、「いい」の前に声門閉鎖［？］

をいれています (~rOl の音読I
1音声 2014惨照）。多分、「だ

んだにい」にしないためのエ

夫だと思います。

図6のスペクトログラムを

見ると、二つ目の/a/から/NI

ではっきり調音が変わってい

るのがわかります。 /NIが[n]

で調音されたから、つまり、

図4 2014の⑥ 「温かな日射しをおくりました」

図5 2017の⑥「温かな日射しをおくりました」
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舌先が硬口蓋について閉鎖を起こし、

固6 2014の⑦「だんだん」 図7 2017の⑦ 「だんだん」

口腔からの呼気が遮断されて、鼻腔から流れ出たからです。

一方、 2017では、音色に急激な変化はありません。 /d/の開放のあと[a]が調音され、 [a]を経由して[IJ] 

あるいは[N]へとうつつていったと考えられます。日本語らしい発音へと進化しています。

以上、長さについて見てきました。次は、声の高さです。

4. 音調について

4-1 ピッチの高低差

表2は、 JpOl(50代男性の東京語話者）、 Jp03(同じく 40代） とTrOlの最高ヒッ゚チ、最低ヒ ッ゚チが

観察された拍と数値、そして、 二つの差です。ピッチの単位はsti(semitones re 1 Hz)で、発話者の地

声の高さに影響されないピッチの幅を表現できます。馬場 (2008)が言っているように、日本語学習者

は、音調のあやまり

を気にするため、発 I 表2 ピッチの高低差 （単位は S七）

音読者 II 最高ビッチ Ir 最低ピッチ
話の高低差を小さ

くする傾向があり JpOl ③ひとめくり 97.38 ⑧なりました 78.46 18.92 

ます。2014のTrOl Jp03 ①ちからくらベ 93.36 ⑤なりました 79.05 14.31 

のそれは ll.90sh TrOl 2014 ②たびびとの 88.90 ④まきつけました 77.00 11.90 

で、差の小さいJp03I TrOl 2017 II②たびぴとの
の14.3lsbよりさら

11 s9.n 11④まきつけました

にせばまっています。が、 2017では 15.62sbと、これを上回りました。最高値の拍が「②たびびとの」

の「と」であることと最低値の拍が「④まきつけました」の「た」であることは、 2014とおなじですが、

計測値がちがいます。「たびび rどの」の音調は 2014でも 2017でも間違っていますが、「ま言っ行ま9

した」は「ま rきつけま9 した」に修正されています (2「音読音声の表記」 参照）。自分なりに自信をも

って音調を実現させているのです。

4-2 「一しました」の音調

どのような動詞でも「ーま’した」では、文節末から 3拍目にタキがきます。加rOlの音読音声に見た

ように、2014では④、⑤、⑥、⑧で間違えていますが、 2017では①以外のすべてでこの音調を正しく発

音しています。 3年間で進化をとげているのです。ところが、 2017では2014で正しかった① 「しまし
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図8 2014の① 「しました」

「ま」から「し」への落ち方が幾分中
「 7

途半端ですが、「しました」と聞こえま
す。

図9 2017の① 「しました」
「ま」の/a/のピ ッチの出だしと 「た」
の/a/のピッチの出だしは麻さが同じで

r 
す。聴くと、「し ま した」と平坦です。

た」を間違えています。得た知識を実践しているのですが、改善一方向というわけにはいきません。

2014で音調を間違えている⑤、⑧ 「なりました’」の⑧のほうの分析図を見てみま しょう。

図 10 2014の⑧ 「なりました」 図 ll 2017の⑧「なりました」

/ta/の母音にヒ ッ゚チがあらわれていません。
測定の設定を変えてみてもあらわれません
が、音声を聞くと確かに有声です。

2014のピッチ曲線で、「ta」のピッチは 「ma」より 高く なっていて、 聞く と、 文末に向かって上昇し

ていっています。一方、 2017では「た」の母音にピッチ曲線が出ていませんが、聞くと声帯は確かに振

動していて、「な rりま7 した」と下がっています。

4-3段上がりの文節アクセント

TrOlに特徴的な発音として、拍ごとに音調が高くなっていく段上がりの文節アクセントがあります。

2014の② 「きめて」の「き」の母音/i/は無声化し、無声摩擦音[<; lとなっているので、 「き」に高さは

ありません。けれども、聴覚的には「 めて」と感じられ、不自然な発音です。 2017の「き」のイン
き

テンシティが小さいのは子音/k/が無声だし母音Ii/が無声化しているので当然です。 この「き」と 「め」

はともに低く 、「て」だけが高く聞こえます（きめぞ）。「て」はl:::゚ ッチが高いだけでなく、 インテンシ

ティも大きいので、なおさらはっきり高く聞こえます。

2014の⑤ 「つぎは」の「つ」の母音はほとんどが無声化し、ピッチ曲線は「つ」の拍の末尾から/giwa」

にしかあらわれていません（図 22「2014の⑤ 「つぎは」」を参照）。でも、聴覚的には「ぎは」のよ
っ

うに三段、上昇しています。一方、 2017は「つぎ」の 2拍が低い「つぎ紐あ」のように聞こえます。
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/klの閉鎖部分にピッチ曲線が見えますが、音声を
聞いても声帯が振動しているとは思えません。

135.890 

図 13 2017の② 「きめて」

2014の⑥ 「だして」では、「し」の母音が無声化しているので、「だ」と「て」の音程しか聞こえませ

んが、全体としては「だして」のように上昇して聞こえます。一方、 2017では、本来の音調「 rだして」

とは聞こえませんが、「だして」、あるいは、「だして」と聞こえます。「 て」とは聞こえません。だし
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図 14 2014の⑥ 「だして」 因 15 2017の⑥ 「だして」

2014の② 「きめて」、⑤ 「つぎは」、⑥ 「だして」の音調は三段階の音程を持つ不自然なものでしたが、

2017では高低の二段階で発音されています。

4-4下がりきらない「低高低」

「風」の語アクセントは平板で、「か「ぜは」です。けれども、 2014のTrOlは「か遠,,は（低高低）」

と発音し、「は」で下がりきらぬまま再上昇しています。尾高で発音した「か rぜは」というわけでもな

く、中途半端な発音に聞こえます。次に発話が続くことを示す音調かもしれませんが、日本語としては

不自然です。一方、 2017の③は頭高「 rぷぜは」と発音されています。語アクセン トが間違ってはいま

すが、音調そのものは自然です。

4-5末尾拍の「高」

トルコ語では、基本的に、最終音節にアクセン トがきます。「北風と太陽」で末尾拍を上げるのは、そ

の影響だと考えられます。 2014で15(タイ トルの「きたかぜこ」、①たいよう公、ちからくらべ孟、②
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図 16 2014の③ 「かぜは」 図 17 2017の③ 「かぜは」

ぬがせこ、ほう凪、か上、まエ、③はげし二、④ふ二、ほょ、からだ丘、⑥あいだかこ、やさ上、⑦な

上、がいとう拿）、 2017で7(②か上、きめ二、まエ、③はげし二、④ふくほこ、⑥やさ上、⑦な~)あ

りま した。 このうちの② 「かち」と④ 「ほど」はもともとの語アクセントが「低高」です。また、 2014

の① 「たいよう窟」と② 「ぬがせ杞ほう祝」の文節末の「高」は、日本語で発話をつづけるときの

音調に似ています。ただ、これらの類似は偶然の印象がぬぐえません。それよ りも、2017で末尾拍を「高」

に上げる例がへっていることが、 TrOlの日本語の上達をしめしています。

日本語話者は、「つ言臼ぁ」、 「だいよう五ぁ」、 「たrびびとは’ぁ」といった音調で、発話をつなげ

ていくことがあります。 ~rOl の音読音声 20111 にあるよ-つに、 TrOlは、⑤ 「つぎはあ」、⑥ 「たいよ

ぅ五ぁ」、⑧ 「たびびと 五ぁ」と発音しています。これらの音調は、語アクセン トを間違えていますが、

「五ぁ」の音調だけを聞くと、上手に発音されています。

5. ウ段、イ段、ア段の比較

5-1母音/u/

ウ段の音節は、①あるひ

[rn / rn]、ちから くらベ

[rn /叫、② ぬ がせた

[rn /叫、 いう[uI u]、まず

[u I叫、③ ひとめ くり

[rn /叫、はげしく[uI叫、 ふ

きたてま した、④ふけば、 ふ

く、まきつけました[uI叫、

⑤つ ぎは [uI叫、⑥くも

[m /叫、お くりました

[w / m]、⑦ ぬ ぎました

[u I叫の 16 あります。

[rn/rn]の左側は 2014年の

発音、 右側は 2017年のもの

です。このうち③、④の「ふ」

は母音が無声化していてロ

の丸目の有無はわかりませ

eo si I ma I si It I a It 

183.395 1!'161.2651 l~~-7 ll3~.4Sl9fo2 li.11 ら~-2

図 18 2014の①「ちからくらべをしました」

固 19 2017の① 「ちからくらべをしました」
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ん。また、④ 「ふく」の「く」も、 /u/が次の「お」 (/h/が落ちた「ほ」）と紛れていて、 わかりません。

2014の母音/u/のうち、② 「まず」では丸目 があま りに強く、日本語ら しくあ りません。

② 「いう」 以外、2014で[u]だった「まず」、「はげしく」、「まきつけました」、「つぎは」、「ぬぎました」

はすべて、2017で［叫で発音されています。その結果、「まず」は自然な発音になっています。④ 「まき

つけました」、⑤ 「つぎは」の「つ」が、 2017で「す」にならずにいるのも、母音を[w]で発音している

からかも しれません。だとすれば、 上級生から「etsuyu」という語をおそわったあと、 トルコ語の/u/で

な</w /をつかうと「つ」が発音しやすいということに、多分、日本に来てから、気づいたのではない

でしょうか。

トルコ語では[u]と[w]が別音素として機能しているので、 トルコ語話者にとって発音しわけるのは容

易なはずです。 トルコ語の[u]は日本語としては丸目が強いようで、 2014② 「まず」のように、不自然に

聞こえることがあります。 日本語の/u/を［叫で発音するのは得策です。

5-2イ段の子音

日本語のイ段の子音は口蓋化しているか、硬口蓋音そのものです。このうちの「に」と「し」を見て

みましょう。

「に」は、②ことに、③ひとめくり に、④からだに、⑤ばんに、⑦きもちになり、⑧まけに、以上の六

つがあります。このうちの⑤は、 2014で[n]、

2017で[ri]です。後者のほうがメリハリがきい

ています。

2014の⑦は、はっきり「きもちんなり」と

発音されています。 2017年のインタビュー

で、「なぜ「に」でなく「ん」と発音したので

すか」とたずねると、「（ トルコの）大学の日

本人の先生の発音を聞いていたからではない

か」ということでした。教えられたのではな

く、 自ら学んだということになります。 2017

の音声では、「ん」のようでも、「に」のよう

でもあります。

5-3母音/a/

母音/a/については、2014の② 「かち」、⑥

「から」が中舌の[u]で発音されているよう に

聞こえます。 間違いなく「あ」なのですが、

日本語の一般的な 「あ」 とはことな ります。

2017では、[u]はあらわれていません。

6. 子音の発音

6-1無声子音の発音

「ちからくらべをしま した」の「ち」、「し」

図20 2014の④ 「まきつけました」

/itu/のスペクトログラムに/tiの閉鎖の無音部分が見
られません。「まきすけました」になっているからで
す。

図21 2017の④ 「まきつけました」

/itu/のスペク トログラムに/t/の閉鎖の無音部分と思
われる空白 ＜二二〉が見られます。
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は母音が無声化し、 「ち」の母音と「し」とは[clで発音されます（図 18、19を参照）。

2014と2017の[clのスペクトログラムをくらべると、 2017のほうが立ち上がり、および、次の子音と

の境界がはっきりしています。声道内の緊張が高く、メリハリのきいた発音になっています。

「つ」 /tu/の音声は[ts叫で、舌先と歯茎とで形成された無声の閉鎖音[t]のあとに、同じ調音点の無声

摩擦音[s lと母音［叫とがつづきます。だから、 「つ」は、最初の閉鎖音[t]がないと、「す」になってしま

います。図20で「まきつけました」の/itu/には、この閉鎖が見られません。一方、図 21にはその閉鎖

によるものと思われる無音部分があらわれています。だから、 2014では「まきすけました」、 2017では

「まきつけました」と聞こえるのです。

図22、23でも、前者には「つ」を発するために必要な[t]の閉鎖がないことがわかります。 2014では

「すぎは」、 2017では「つぎは」と聞こえます。

また、 2014でも、 2017でも、④ 「ふくほど」は、「ほ」の/hiが落ち、 「ふく おど」になっています。

/klの開放のあと/uho/がつづきますが、図 24、25のどこにも/h/と思われる無声摩擦の形跡が見られませ

ん。

C 

「―三

図22 2014の⑤ 「つぎは」

Cは、 [s]による摩擦音です。
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図24 2014の④ 「ふくほど」
〇 は、無声閉鎖子音[k]の開放にともな
う気日 [h]です。

図23 2017の⑤ 「つぎは」

Aは無声閉鎖音[t]による無音部分で、 Bは
[t]の閉鎖の開放にともなう気音C'l、Cは[s l 
による摩擦です。

図25 2017の④ 「ふくほど」

｀ は、無声閉鎖子音[klの開放にともなう
気音 です。「ほど」の!diに声帯の振動は見られ
ません。音声的には[tlなのかもしれませんが、
聴覚的には 「ど」に聞こえます。
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6-2有声子音の発音

日本語では、有声の閉鎖子音、破擦子音が、母音間でその閉鎖をゆるめることがあります。その場

合、 固、 /d/、/g/は有声摩擦音の[13]、[oJ、[y]で実現され、 /z/は破擦音[dz、di]ではなく [z、i]で発音

されますo /blは、 ときに半母音の[w]で発音されます。このゆるみが、時として、日本語らしさにつな

がります。

TrOlの発話では、 2014でも 2017でも、閉鎖と摩擦、半母音がまざっています。

④ 「かぜが」の「ぜ」の子音/z/は、 2014でも 2017でも、 [d]の閉鎖がまったくなく、摩擦音として

発音されています。一方、「が」の子音/g/は、 2014では閉鎖音[g](図 26)ですが、 2017では摩擦音

[ y] (図 27)です。

..'.' . 

h 
I.. a z e g a 

u 
34. 116.253 66.652 81.119 108.503 5 
I .2 

図27 2017の④ 「かぜが」

② 「たびびと」の 2014のスペクトログラムに、 一つ目の/blの痕跡を見ることはできません（図

28、参照）。 二つ目は摩擦音WJとなっているようで、それで、 〈二〉 の中が母音部分よりうすくなって
います。聴くと、「たういびと」、あるいは、「たういういと」と聞こえます。 2017の〈二〉 も色がいく

ぶんうすくなっています（因 29、参照）。一つ目の/blの痕跡で、声道内での障害が何かしら（たぶ

ん、口唇のせばめ）あることの証です。 二つ目は、閉鎖をともなって実現しています。

図28 2014の② 「たびびと」 図29 2017の② 「たびびと」

図30、31は、④ 「からだに」です。 2014でも、 2017でも、 「だ」の/diは閉鎖をともなっていること

がわかります。
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図30 2014の④ 「からだに」 図31 2017の④ 「からだに」

6-3無声子音の有声化

2014、2017ともに、「きたかぜとたいよう」の「た」の/ti部分のスペクトロ グラムは白くぬけていま

す。/tiが無声閉鎖子音[t]で発音されているからです。でも、「と」の/tiは、 2017で白くぬけていますが、

2014では母音/e/と/o/にまぎれています。有声の摩擦子音[oJで発音されているからです。聴覚的にも、

「ど」になっています。このような発音

の間違いは日本語話者にもみられるこ

とで、日常の会話では、 気がつきません。

7. 「ようし」の発音

第三発話の「よ うし」は、一種の掛け

声ですから、表記通りの発音でなくても

問題ありません。2014では、 「よ」 がのび

ておらず、「よし」に聞こえます。本来な

ら無声子音と無音とにはさまれた「低」

の拍の母音は無声化しやすいのですが、

2014の 「し」の母音/i/は明確にひびいて

います。

2017の「よう」の長さは 209msで、

2014より短いのですが、聞くと長く聞こ

えます。「し」の母音はひびかず、そして、

そのあとに「ひ」がはっきり聞こえます。

8. Trolの工夫

日本語音声の習得の一番の基本は、等

時性、拍感覚、つまり 、同じリズムで拍

とモジュールをきざむ力だと思います。

これは、 3-2「箱ヒゲ図」 で見ました。モ

ジュール長に疑問は残りますが、おおむ

スペクトログラムを見ると、「と」の子音/tiが母音/el、lo/
とまぎれています。/tiが有声摩擦子音[oJで発音されているか
らです。
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回 34 2014の③ 「ようし」 図35 2017の③ 「ようし」

｀ は、無声硬口蓋摩擦音[<;]と
思わ す。聴覚的には、「ひ」と聞こ
えます。

ね、上達しています。長音、促音、撥音は、拍感覚がないと正確に発音できませんが、これらも改善さ

れています (3-3「長音、促音、撥音の発音」 参照）。拍感覚自体が養成されてきているのでしょう。

3-1 「発話とポーズの長さ」 で見たように、 2014とくらべると、 2017のほうが流暢で、そして、十分

な間合いを取っています。1年間の留学生活をへて、自信を持ったのでしょう。それは、音調にもあら

われ、最高と最低のヒ ッ゚チの差が大きくなりました (4-1「ピッチの高低差」）。発話の表情が豊かになり

ました。2014では正確だった「し雀した」の音調が、例外的に、 2017で「し rました’」となっていま

すが、 2「音読音声の表記」 で、正確に発音できるようになった音調のほうが多いことにふれました。ト

ルコ語の影響と思われる、 一つの拍だけがポコンと「高」になる発音も減っています (4-5「末尾拍の

「高」」）。また、段上がりの文節アクセント (4-3)や下がりきらない文節アクセント (4-4)はなくなり

ました。

母音の無声化も重要です。これに関しては、 2014のころからすでに問題がありません。

母音/u/は、意固的に[w]で発音するようになっていました。口唇の強い丸目がなくなり、「つ」の音も

改善されました。「ち」、「し」、「に」の口蓋音が明確になり、音声全体にメリハリがつきました（以上、

5「ウ段、イ段、ア段の比較」、6-1 「無声子音の発音」 参照）。

無声子音の有声化 (6-3)や、母音[u](5-3)は、よほど注意していないとその出現に気づきません。

ですが、これらも改善されています。

9. 教育の力、学習者のカ

何が人から教えられたことで、どこを自分で工夫したのか、わけることはできません。 上級生から聞

いた「つ」の発音のコツが実をむすんだのは日本へ来てからのようです。

2014年に録音した音声と 2017年に録音した音声、これら二つの音声をくわしく見てわかることは、

学習者がいかに工夫、努力しているか、そして、力があるかです。彼らの能力と努力に追いつくために、

教師は日々勉強しつづけなければなりません。

音声を提供してくれ、また、夏の盛りにスタジオまで来てくれた TrOlくんに感謝します。
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